An Critical Analysis of Zhan-an Guan-ding\u27s understanding of Bing-xing\u27s Concept by 日比 宣仁
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
（41）1094
一
　
は
じ
め
に
　
病
行
は
、『
涅
槃
経
』
聖
行
品
に
菩
薩
の
五
行
の
一
つ
と
し
て
説
か
れ
る
。
菩
薩
摩
訶
薩
、
応
当i
於w
是
大
般
涅
槃
経q
専
心
思u -
惟
五
種
之
行n
何
等
為p
五
、
一
者
、
聖
行
。
二
者
、
梵
行
。
三
者
、
天
行
。
四
者
、
嬰
児
行
。
五
者
、
病
行
）
1
（
。
　
同
経
で
は
病
行
の
内
容
は
詳
説
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、『
涅
槃
経
』
を
扱
っ
た
学
匠
は
そ
れ
ぞ
れ
病
行
に
対
す
る
異
な
る
理
解
を
示
し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
七
）
は
、
別
教
に
お
け
る
初
地
以
上
（
円
教
の
初
住
以
上
）
の
菩
薩
が
病
を
現
じ
て
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
を
病
行
と
捉
え
た
。『
涅
槃
経
』
の
註
釈
書
を
著
さ
な
か
っ
た
智
顗
は
、
病
行
の
具
体
的
な
内
容
を
『
涅
槃
経
』
か
ら
で
は
な
く
『
維
摩
経
』
か
ら
見
出
し
た
。す
な
わ
ち
、『
維
摩
経
』
に
一
貫
し
て
説
か
れ
る
、
維
摩
詰
が
方
便
と
し
て
病
に
か
か
り
病
床
に
臥
す
姿
を
病
行
と
し
て
理
解
し
、
こ
れ
を
初
地
以
上
の
菩
薩
や
仏
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
示
現
す
る
権
病
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
権
病
は
九
界
の
衆
生
が
患
う
実
病
に
対
応
す
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
天
台
の
学
匠
以
外
に
よ
る
病
行
に
対
す
る
理
解
を
踏
ま
え
て
別
稿
で
論
じ
た
）
2
（
。
　
さ
て
、
章
安
灌
頂
（
五
六
一
〜
六
三
二
）
が
病
行
を
方
便
の
行
と
看
做
す
点
は
智
顗
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
灌
頂
は
智
顗
と
は
異
な
る
方
法
を
使
っ
て
病
行
を
解
説
し
た
。
本
稿
で
は
、
灌
頂
が
ど
の
よ
う
な
観
点
で
病
行
を
解
釈
し
、
智
顗
の
病
行
理
解
と
比
較
し
て
如
何
な
る
傾
向
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
論
じ
る
。
そ
の
中
で
、
次
の
二
つ
の
事
柄
を
採
り
挙
げ
る
。
①
灌
頂
が
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
に
お
い
て
、
病
行
と
、
釈
迦
仏
が
前
世
で
被
っ
た
怪
我
を
関
連
づ
け
る
こ
と
。
②
灌
頂
が
編
集
し
た
『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
病
行
の
説
明
で
、『
大
智
度
論
』
の
九
罪
報
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
。
　
こ
れ
ら
の
背
後
に
は
、
方
便
と
し
て
仏
・
菩
薩
が
示
現
す
る
病
と
、
過
去
に
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
日
　
比
　
宣
　
仁
1093（42）
釈
迦
仏
の
身
に
降
り
か
か
っ
た
怪
我
や
罪
報
を
直
接
関
連
づ
け
る
こ
と
は
、
教
理
的
に
可
能
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
灌
頂
の
説
に
お
い
て
は
、
方
便
と
し
て
の
病
と
、
釈
迦
仏
が
蒙
っ
た
怪
我
や
罪
報
の
線
引
き
が
曖
昧
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
智
顗
が
ど
の
よ
う
に
前
世
・
現
世
に
お
い
て
釈
迦
仏
が
患
っ
た
怪
我
や
病
気
を
捉
え
た
の
か
、
も
し
く
は
、
そ
れ
ら
の
好
ま
し
く
な
い
果
を
受
け
た
釈
迦
仏
の
身
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
理
解
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
察
し
た
い
。
二
　
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
理
解
　
智
顗
は
大
本
『
四
教
義
』
巻
一
〇
に
、「
病
行
、
即
是
此
、
維
摩
経
問
疾
品
、
室
内
六
品
之
所p
明
也
）
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（
。」
と
述
べ
、
菩
薩
が
病
行
を
示
現
す
る
具
体
的
な
場
面
を
『
維
摩
経
』
問
疾
品
に
見
出
し
た
。『
維
摩
経
玄
疏
』
に
は
こ
の
こ
と
が
や
や
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
）
4
（
。
ま
た
、
智
顗
の
説
に
お
い
て
病
行
と
は
飽
く
ま
で
迹
、
も
し
く
は
方
便
の
範
疇
で
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
な
病
、
す
な
わ
ち
実
病
を
患
う
状
態
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
実
病
と
い
う
言
葉
が
『
維
摩
経
玄
疏
』
に
見
ら
れ
る
一
方
、『
維
摩
経
文
疏
』
に
お
け
る
問
疾
品
の
註
釈
で
は
、
実
病
と
同
様
の
意
味
を
示
す
実
疾
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
、
権
疾
の
対
義
語
と
し
て
詳
説
さ
れ
る
。
権
疾
と
、
実
疾
は
そ
れ
ぞ
れ
諸
仏
・
法
身
菩
薩
と
、
九
道
の
衆
生
が
患
う
病
で
あ
る
）
5
（
。
同
書
巻
一
九
で
は
そ
の
内
の
権
疾
が
、「
明w
権
疾q
者
、
…
以w
大
悲
善
根a
欲p
抜w
界
内
・
外
衆
生
因
果
之
患
累q
故
、
形
充w
法
界z
無p
疾
現p
疾
、
同w
衆
生
疾a
即
是
病
行
）
6
（
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
引
用
文
中
の
「
無p
疾
現p
疾
、
同w
衆
生
疾q
」
と
い
う
表
現
は
、
智
顗
に
よ
る
病
行
理
解
の
要
点
を
示
し
て
い
る
。
と
も
か
く
、
智
顗
は
問
疾
品
に
説
か
れ
る
維
摩
詰
の
権
疾
を
『
涅
槃
経
』
所
説
の
病
行
と
等
し
い
も
の
と
見
た
。
　
さ
て
、
南
本
『
涅
槃
経
』
の
註
釈
書
を
遺
し
た
灌
頂
は
、『
維
摩
経
』
を
用
い
ず
に
病
行
を
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
灌
頂
は
、『
涅
槃
経
』
聖
行
品
の
文
を
少
し
変
え
て
、
同
経
に
詳
説
さ
れ
な
い
病
行
の
内
容
を
同
経
中
か
ら
見
出
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
病
行
は
聖
行
品
で
菩
薩
が
行
ず
る
五
行
の
第
五
と
し
て
説
か
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
に
挙
げ
る
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
三
で
は
五
行
の
順
序
が
変
え
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
従w
此
品q
去
、
是
第
三
涅
槃
行
）
7
（
。
其
文
有p
二
。
先
明p
修w
五
行a
次
明
p
証w
十
徳z
初
文
為p
五
。
一
、
病
行
。
二
、
聖
行
。
三
、
梵
行
。
四
、
天
行
。
五
、
嬰
児
行
。
今
説w
初
行a
従p
此
標p
名
故
、
言w
現
病
品
）
8
（
z
　
こ
れ
は
、
聖
行
品
の
前
章
に
当
た
る
現
病
品
に
対
す
る
註
釈
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
記
載
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
既
引
の
聖
行
品
で
、「
一
者
、
聖
行
。
二
者
、
梵
行
。
三
者
、
天
行
。
四
者
、
嬰
児
行
。
五
者
、
病
行
）
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（
。」
と
示
さ
れ
る
五
行
の
順
序
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
灌
頂
は
、
元
来
第
五
行
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
病
行
を
第
一
と
し
、
現
病
品
の
品
名
は
同
品
で
説
か
れ
る
初
行
、
す
な
わ
ち
第
一
病
行
に
よ
る
と
説
明
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
灌
頂
は
現
病
品
の
中
に
病
行
が
説
か
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
（43）1092
　
と
こ
ろ
で
、
南
本
『
涅
槃
経
』
現
病
品
に
は
、「
如p
是
種
種
身
・
心
諸
病
、
諸
仏
世
尊
、
悉
無w
復
有
）
10
（
z
」、「
迦
葉
、
我
、
今
、
実
無w
一
切
疾
病z
所
以
者
何
、
諸
仏
世
尊
、
久
已
遠w -
離
一
切
病q
故
）
11
（
。」、「
善
男
子
、
諸
仏
世
尊
、
亦
、
復
如p
是
。
猶
如w
虚
空z
云
何
、
当p
有w
諸
病
苦q
耶
）
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（
。」
な
ど
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
諸
仏
は
病
に
冒
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
無
病
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
経
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
同
品
に
現
病
と
い
う
品
題
が
つ
く
こ
と
は
矛
盾
で
は
な
い
か
と
い
う
内
容
の
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
答
が
次
に
挙
げ
る
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
三
に
見
出
せ
る
。
然
、
品
題
現
病
、
而
文
明w
無
病a
此
義
云
何
。
由w
前
品
末
、
授
記
・
付
嘱
竟a
即
云i
我
今
、
背
痛
、
挙p
体
皆
痛
、
如u
彼
小
児
及
常
患
者n
従w
此
義q
故
、
題w
現
病
品z
由p
現w
此
病a
致i
有w
三
推
・
三
請
）
13
（
a
明u
如
来
無
病
）
14
（
n
　
こ
こ
で
は
は
じ
め
に
、
灌
頂
は
現
病
品
の
品
題
に
対
す
る
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
答
と
し
て
、
現
病
品
の
前
品
で
あ
る
一
切
大
衆
所
問
品
で
説
か
れ
る
、
釈
迦
仏
が
諸
弟
子
に
授
記
と
、
付
嘱
を
し
た
後
に
背
痛
を
訴
え
る
場
面
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
灌
頂
が
指
す
一
切
大
衆
所
問
品
の
原
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
爾
時
世
尊
、
与w
文
殊
師
利a
迦
葉
菩
薩
、
及
与w
純
陀q
而
授w
記
莂z
授w
記
莂q
已
、
説w
如p
是
言z
諸
善
男
子
、
自
修w
其
心a
慎
莫w
放
逸z
我
、
今
、
背
疾
、
挙p
体
皆
痛
。
我
、
今
欲p
臥
。
如w
彼
小
児
、
及
常
患
者z
文
殊
、
汝
等
、
当i
為w
四
部q
広
説u
大
法n
今
以w
此
法a
付w -
嘱
於
汝a
乃
至
、
迦
葉
・
阿
難
等
至
、
復
当p
付w -
嘱
如p
是
正
法z
爾
時
如
来
、
説w
是
語q
已
、
為p
欲p
調w -
伏
諸
衆
生q
故
、
現w
身
有o
疾
、
右
脇
而
臥
、
如w
彼
病
人
）
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（
z
　
釈
迦
仏
は
文
殊
師
利
菩
薩
・
迦
葉
菩
薩
・
純
陀
に
記
を
授
け
、
比
丘
等
の
四
部
（
四
衆
）
の
た
め
に
大
法
を
説
く
こ
と
を
託
し
、
正
法
と
呼
ば
れ
る
教
え
を
付
嘱
し
、
衆
生
を
調
伏
す
る
た
め
に
体
の
痛
み
を
訴
え
、
病
人
の
如
く
横
に
な
る
。
こ
の
一
切
大
衆
所
問
品
に
見
ら
れ
る
一
連
の
場
面
を
、
灌
頂
は
現
病
品
の
品
名
の
由
来
と
し
た
。
以
上
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
灌
頂
は
現
病
品
に
病
行
が
説
か
れ
る
と
す
る
。
②
そ
の
こ
と
を
理
由
に
、
五
行
の
第
一
に
病
行
を
位
置
づ
け
る
。
③
し
か
し
、
現
病
品
に
は
諸
仏
の
無
病
が
説
か
れ
る
の
で
、
そ
の
品
名
と
、
内
容
が
矛
盾
す
る
。
④
そ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、
灌
頂
は
現
病
品
の
品
題
の
由
来
を
、
前
品
で
あ
る
一
切
大
衆
所
問
品
に
お
け
る
釈
迦
仏
の
背
痛
に
仮
託
す
る
。
　
灌
頂
は
、
一
切
大
衆
所
問
品
に
説
か
れ
る
釈
迦
仏
が
背
中
に
痛
み
の
症
状
を
覚
え
た
こ
と
を
、
直
ち
に
病
行
の
内
容
と
は
見
做
さ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
逆
説
的
に
捉
え
、
釈
迦
仏
を
含
む
諸
仏
世
尊
の
無
病
を
主
張
す
る
現
病
品
の
経
説
を
以
っ
て
病
行
と
す
る
。
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
以
下
に
現
病
品
の
話
の
流
れ
を
概
観
す
る
。
　
現
病
品
の
冒
頭
で
は
、
迦
葉
が
横
に
な
っ
て
い
る
釈
迦
仏
に
次
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
。
1091（44）
世
尊
、
如
来
已
免w
一
切
疾
病a
患
苦
悉
除
、
無w
復
、
怖
畏z
…
今
日
、
如
来
何
縁
、
顧w -
命
文
殊
師
利a
而
作w
是
言z
我
、
今
、
背
痛
、
汝
等
当i
為w
大
衆q
説
法
）
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（
n
　
一
切
の
病
を
免
れ
、
患
い
が
除
か
れ
た
は
ず
の
釈
迦
仏
の
身
に
、
何
の
故
に
背
痛
が
起
こ
る
の
か
と
い
う
趣
旨
の
質
問
で
あ
る
。
こ
の
類
の
問
は
同
品
内
で
、
「
何
縁
於p
今
、
自
言p
有p
病
）
17
（
」、「
何
縁
如
来
、
乃
於w
今
日a
唱
言p
有p
病
）
18
（
」
な
ど
と
繰
り
返
し
な
さ
れ
る
）
19
（
。
迦
葉
に
よ
る
質
問
が
終
わ
る
と
、
釈
迦
仏
は
大
悲
心
を
以
っ
て
横
た
わ
っ
て
い
る
状
態
か
ら
起
き
、
結
跏
趺
坐
を
組
み
、
光
明
を
放
出
し
、
そ
の
光
の
中
で
如
来
秘
密
の
蔵
と
呼
ば
れ
る
教
え
を
明
か
す
）
20
（
。
如
来
秘
密
の
蔵
が
説
か
れ
た
閻
浮
提
の
中
に
い
る
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
つ
い
て
は
、
「
無e
一
衆
生
修w -
行
悪
法a
除w
一
闡
提
）
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（
z
」
と
説
か
れ
、
さ
ら
に
一
切
の
天
・
龍
・
鬼
神
等
が
歓
喜
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
そ
の
後
で
、
釈
迦
仏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
迦
葉
、
我
、
今
、
実
無w
一
切
疾
病z
所
以
者
何
、
諸
仏
世
尊
、
久
已
遠w -
離
一
切
病q
故
。
迦
葉
、
是
諸
衆
生
、
不p
知w
大
乗
方
等
密
教a
便
謂w
如
来
真
実
有o
疾
）
22
（
。
　
釈
迦
仏
に
よ
れ
ば
、
諸
々
の
衆
生
は
大
乗
方
等
密
教
と
い
う
教
え
を
知
ら
な
い
が
た
め
に
、
如
来
に
は
実
に
疾
患
が
あ
る
と
認
識
す
る
。
つ
ま
り
、
釈
迦
仏
が
背
痛
を
患
っ
た
こ
と
は
一
見
真
実
に
見
え
る
が
、
大
乗
方
等
密
教
と
い
う
教
え
を
知
識
と
し
て
持
っ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
が
真
実
の
病
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
の
大
乗
方
等
密
教
が
灌
頂
の
指
す
具
体
的
な
病
行
の
内
容
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
釈
迦
仏
は
こ
の
文
の
後
に
十
二
の
項
目
を
挙
げ
、
秘
密
の
教
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
大
乗
方
等
密
教
と
、
秘
密
の
教
は
同
等
の
事
柄
を
指
し
て
い
る
と
し
て
も
問
題
は
な
か
ろ
う
。
十
二
項
目
の
内
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
第
一
と
第
十
二
を
挙
げ
る
。
迦
葉
、
如i
言w
如
来
、
人
中
師
子a
而
如
来
者
、
実
非u
師
子n
如p
是
之
言
、
即
是
如
来
秘
密
之
教
）
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（
第
一
項
目
）
迦
葉
、
我
、
今
言p
病
、
亦
、
復
如p
是
。
亦
、
是
如
来
秘
密
之
教
。
是
故
、
顧w -
命
文
殊
師
利z
吾
、
今
、
背
痛
、
汝
等
当i
為w
四
衆q
説
法n
迦
葉
、
如
来
正
覚
、
実
無w
有p
病
右
脇
而
臥z
亦
不e
畢
竟
入w
於
涅
槃z
迦
葉
、
是
大
涅
槃
、
即
是
諸
仏
甚
深
禅
定
。
如p
是
禅
定
、
非w
是
声
聞
・
縁
覚
行
処
）
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（
第
十
二
項
目
）
　
第
一
の
項
目
で
は
、
如
来
は
人
中
の
師
子
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
実
に
は
師
子
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
如
来
秘
密
の
教
と
呼
ん
で
い
る
。
第
十
二
の
項
目
で
は
、
一
切
大
衆
所
問
品
で
説
か
れ
て
い
た
、
釈
迦
仏
が
文
殊
達
に
比
丘
等
四
衆
の
た
め
に
説
法
す
る
よ
う
顧
命
し
た
場
面
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
釈
迦
仏
が
背
痛
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
状
態
を
、
如
来
秘
密
の
教
と
関
連
づ
け
て
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
項
目
か
ら
は
、
如
来
秘
密
の
教
と
し
て
の
背
痛
を
起
こ
し
て
涅
槃
に
入
ろ
う
と
す
る
釈
迦
仏
は
、
諸
仏
甚
深
禅
定
と
呼
ば
れ
る
禅
定
の
境
地
に
あ
る
の
で
あ
り
、
実
に
は
病
に
か
か
り
命
が
尽
き
大
涅
槃
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
（45）1090
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
灌
頂
は
以
上
の
第
一
・
第
十
二
両
項
目
を
含
む
秘
密
の
教
に
関
す
る
説
示
に
つ
い
て
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
三
で
、「
如
言
如
来
下
、
現p
病
、
是
方
便
密
語
。
凡
挙w
十
二
事
密
語z
初
十
一
事
、
是
挙p
類
。
後
一
事
、
合w
無
病
）
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」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
灌
頂
は
釈
迦
仏
が
背
痛
を
来
し
た
こ
と
を
現
病
と
呼
び
、
そ
れ
を
方
便
密
語
と
呼
ぶ
）
26
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ま
た
、
十
二
項
目
中
、
初
め
の
十
一
項
目
は
方
便
密
語
に
類
す
る
事
柄
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
り
、
第
十
二
項
目
は
釈
迦
の
無
病
を
明
か
す
説
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
灌
頂
は
無
病
で
あ
る
釈
迦
仏
の
背
痛
を
方
便
と
し
て
扱
う
。
ま
た
、『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
三
に
お
け
る
聖
行
品
の
註
釈
に
は
、「
病
行
、
是
如
来
密
語
）
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と
あ
り
、
密
語
が
如
来
の
動
作
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
方
便
密
語
、
も
し
く
は
如
来
密
語
を
、
病
行
と
し
て
の
釈
迦
仏
の
背
痛
に
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
、
灌
頂
の
基
本
的
な
立
場
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
本
論
冒
頭
に
挙
げ
た
聖
行
品
の
経
文
で
菩
薩
の
所
行
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
病
行
を
、
如
来
の
所
作
に
限
定
す
る
灌
頂
の
理
解
で
あ
る
。
灌
頂
が
病
行
を
如
来
の
方
便
密
語
と
し
て
、
如
来
の
行
動
に
限
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
三
に
、「
同p
悪
、
名w
病
行q
…
五
人
有p
病
、
修w
於
聖
行a
以
治w
自
病z
何
能w
病
行z
唯
、
仏
無p
病
、
能
作w
病
行
）
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」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
見
出
せ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
病
が
あ
る
四
果
・
縁
覚
の
五
種
の
病
人
は
修
行
し
て
自
ら
の
病
を
治
す
の
み
で
、
病
行
を
行
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
、
無
病
で
あ
る
仏
の
み
が
病
行
を
行
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。
　
智
顗
は
病
行
を
『
維
摩
経
』
に
お
け
る
維
摩
詰
の
権
病
に
関
連
づ
け
た
。
そ
の
一
方
で
、
灌
頂
は
菩
薩
が
修
す
る
べ
き
病
行
を
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
釈
迦
仏
の
背
痛
に
結
び
つ
け
、
如
来
の
方
便
密
語
と
捉
え
、
諸
仏
世
尊
の
無
病
な
る
側
面
に
寄
せ
て
解
釈
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
智
顗
と
、
灌
頂
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
経
典
を
根
拠
に
病
行
に
対
す
る
理
解
を
示
す
。
ま
た
両
者
の
解
釈
に
は
、
病
行
を
等
覚
菩
薩
の
維
摩
詰
に
結
び
つ
け
る
の
か
、
も
し
く
は
妙
覚
仏
の
み
に
限
定
す
る
の
か
と
い
う
相
違
点
も
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
依
拠
し
た
経
典
が
異
な
る
こ
と
が
一
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
維
摩
詰
や
釈
迦
仏
の
病
を
方
便
と
捉
え
る
点
で
、
両
学
匠
は
同
じ
思
想
的
立
場
に
あ
る
と
言
え
る
。
三
　
方
便
密
語
の
背
痛
と
本
生
に
お
け
る
背
折
　
灌
頂
は
『
涅
槃
経
』
一
切
大
衆
所
問
品
で
説
か
れ
る
釈
迦
仏
の
背
痛
を
方
便
密
語
と
し
、
そ
れ
を
病
行
と
理
解
す
る
。
そ
の
際
に
、
方
便
密
語
で
あ
る
背
痛
の
説
明
と
し
て
、
釈
迦
仏
が
過
去
世
で
負
っ
た
怪
我
に
言
及
す
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
迦
仏
の
背
痛
が
明
か
さ
れ
る
『
涅
槃
経
』
一
切
大
衆
所
問
品
末
尾
に
対
す
る
註
釈
と
し
て
、『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
三
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
背
痛
者
、
出w
大
智
論z
昔
、
鹿
王
、
為w
後
来
跛
兎a
忍p
死
待p
之
。
今
仏
、
為w
須
跋q
故
、
背
痛
也
）
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灌
頂
は
、
方
便
密
語
と
し
て
の
背
痛
を
『
大
智
度
論
』
で
説
か
れ
る
本
生
に
関
連
さ
せ
て
理
解
し
た
。
須
跋
と
は
、
釈
迦
仏
が
沙
羅
双
樹
の
下
で
涅
槃
に
入
る
と
き
に
最
後
の
仏
弟
子
と
な
っ
た
人
物
の
名
前
で
あ
る
。
こ
れ
を
須
跋
陀
と
1089（46）
も
呼
ぶ
。
釈
迦
仏
は
過
去
世
で
鹿
の
王
で
あ
り
、
須
跋
陀
は
兎
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
で
『
大
智
度
論
』
巻
二
六
の
記
述
を
確
認
す
る
。
仏
世
尊
、
雖i
於w
諸
法
中a
自
在
而
行u
是
事h
不p
生w
懈
怠z
如i
仏
度w
衆
生q
已
、
於w
薩
羅
林
中
、
双
樹
下q
臥n
梵
志
須
跋
陀
、語w
阿
難z
我
聞e
一
切
智
人
、今
夜
、当w
滅
度z
我
欲p
見
p
仏
。
阿
難
、
止p
之
言
、
仏
為w
衆
人a
広
説
法
、
疲
極
。
仏
、
遥
聞p
之
、
告w
阿
難z
聴w
須
跋
陀
入z
是
我
末
後
弟
子
。
須
跋
陀
、
得p
入
問w
仏
所o
疑
。
仏
随p
意
説
法
、
断p
疑
得p
道
。
先p
仏
入w
無
余
涅
槃z
諸
比
丘
、
白p
仏
言
、
世
尊
、
甚
為w
希
有z
乃
至
末
後
、
憐w -
愍
外
道
梵
志q
而
共
語
言
。
仏
言
、
我
非w
但
、
今
世
末
後
度z
先
世
未p
得p
道
時
、
亦
、
末
後
度
。
乃
往w
過
去
無
量
阿
僧
祇
劫a
有w
大
林
樹
、
多
諸
禽
獣z
野
火
来
焼w
三
辺q
倶
起
、
唯
有w
一
辺q
而
隔w
一
水z
衆
獣
究
逼
、
逃p
命
無p
地
。
我
、
爾
時
、
為w
大
身
多
力
鹿a
以w
前
脚q
跨w
一
岸a
以w
後
脚q
距w
一
岸z
令i
衆
獣
蹈w
背
上q
而
渡n
皮
肉
尽
壊
、
以w
慈
愍
力q
忍p
之
至p
死
。
最
後
一
兔
来
、
気
力
已
竭
、
自
強
努
力
、
忍
令p
得p
過
。
過
已
背
折
、
堕p
水
而
死
。
如p
是
久
有
、
非w
但
今q
也
。
前
得p
度
者
、
今
、
諸
弟
子
。
最
後
一
兔
、
須
跋
陀
是
。
仏
、
世
世
楽p
行w
精
進a
今
、
猶
不p
息
。
是
故
言w
精
進
無
減
）
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こ
れ
は
、
仏
の
十
八
不
共
法
の
第
八
精
進
無
減
の
説
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
釈
迦
仏
が
衆
生
を
度
し
終
わ
り
、
沙
羅
双
樹
の
下
で
横
に
な
り
、
般
涅
槃
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
で
も
懈
怠
心
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
精
進
無
減
の
一
例
と
し
て
採
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
釈
迦
仏
の
過
去
世
の
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
迦
仏
が
双
樹
の
下
で
横
に
な
っ
て
い
る
と
、
そ
こ
に
須
跋
陀
と
い
う
一
人
の
バ
ラ
モ
ン
が
現
れ
釈
迦
仏
と
の
面
会
を
希
望
す
る
。
し
か
し
、
仏
弟
子
の
阿
難
は
そ
れ
を
止
め
よ
う
と
す
る
。
遠
く
で
そ
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
い
た
釈
迦
仏
は
須
跋
陀
を
受
け
入
れ
、
こ
の
人
物
は
自
分
の
生
涯
で
最
後
の
弟
子
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。
釈
迦
仏
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
須
跋
陀
は
、
釈
迦
仏
に
疑
う
所
を
質
問
し
た
。
釈
迦
仏
は
、
須
跋
陀
の
意
に
随
っ
て
彼
の
疑
問
を
断
じ
、
道
を
得
せ
し
め
た
の
で
、
須
跋
陀
は
仏
に
先
だ
っ
て
無
余
涅
槃
に
入
っ
た
。
須
跋
陀
が
釈
迦
仏
の
説
法
に
よ
っ
て
無
余
涅
槃
し
た
様
子
を
見
て
驚
い
た
他
の
弟
子
比
丘
た
ち
を
前
に
し
て
、
釈
迦
の
過
去
世
の
話
（
本
生
）
が
始
ま
る
。
こ
の
話
は
、
灌
頂
が
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
以
下
に
記
す
。
　
釈
迦
仏
は
過
去
世
に
お
い
て
、
多
く
の
動
物
が
住
む
森
に
い
る
大
鹿
で
あ
っ
た
。そ
の
森
で
火
事
が
発
生
し
た
。そ
の
時
、大
鹿
は
唯
一
火
が
上
が
ら
な
か
っ
た
森
の
一
辺
に
あ
る
水
場
で
前
後
両
脚
を
岸
に
掛
け
、
自
ら
の
背
中
を
以
っ
て
森
に
住
む
多
く
の
動
物
が
避
難
す
る
橋
の
役
目
を
果
た
し
た
。
動
物
た
ち
が
大
鹿
の
上
を
渡
る
と
、
背
中
の
皮
肉
は
破
れ
た
が
慈
愍
の
力
を
以
っ
て
何
と
か
耐
え
た
。
最
後
の
一
匹
の
兎
を
渡
ら
せ
る
と
、
大
鹿
の
背
は
完
全
に
折
れ
、
大
鹿
は
水
に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
最
後
の
一
匹
の
兎
は
須
跋
陀
の
過
去
世
に
お
け
る
姿
で
あ
り
、
先
に
対
岸
に
渡
っ
た
他
の
多
く
の
動
物
は
釈
迦
仏
の
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
（47）1088
諸
々
の
弟
子
の
先
世
で
の
姿
で
あ
る
。
　
背
中
の
皮
肉
が
破
れ
、
背
が
折
れ
て
ま
で
森
に
住
む
動
物
た
ち
を
救
済
す
る
大
鹿
の
様
子
が
、
仏
の
精
進
無
減
を
表
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
話
の
み
で
は
釈
迦
仏
の
前
世
で
の
姿
で
あ
る
大
鹿
が
方
便
と
し
て
背
が
折
れ
る
姿
を
現
じ
た
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
、
現
実
的
な
苦
痛
の
末
に
死
ん
で
い
っ
た
と
理
解
し
た
方
が
精
進
を
表
現
す
る
話
と
し
て
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
灌
頂
は
こ
の
大
鹿
の
背
折
と
、
方
便
密
語
と
し
て
の
釈
迦
仏
の
背
痛
と
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
四
　『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
病
行
と
九
罪
報
　
釈
迦
仏
が
過
去
世
に
経
験
し
た
苦
痛
を
、
方
便
と
し
て
の
も
の
な
の
か
、
も
し
く
は
現
実
的
に
味
わ
っ
た
も
の
な
の
か
を
明
確
に
せ
ず
に
、
衆
生
教
化
の
た
め
に
仏
や
菩
薩
が
示
現
す
る
権
病
と
し
て
扱
う
こ
と
は
『
法
華
玄
義
』
に
も
見
ら
れ
る
。
同
書
巻
四
上
の
記
述
を
挙
げ
る
。
病
行
者
、
此
従w
無
縁
大
悲q
起
。
若
始
生w
小
善a
必
有w
病
行z
今
同w
生
善q
辺
、
名w
嬰
児
行z
同w
煩
悩q
辺
、
名
為w
病
行z
以w
衆
生
病q
則
大
悲
薫p
心
。
是
故
我
病
。
或
遊w -
戯
地
獄a
或
作w
畜
生
形a
化p
身
作w
餓
鬼
等z
悉
是
同w
悪
業
病z
如w
調
達
等z
又
示p
有w
父
母
妻
子z
金
鏘
・
馬
麦
・
寒
風
索
衣
・
熱
病
・
求
乳
、
此
示e
人
・
天
有w
結
業
・
生
老
病
死
之
病z
又
示w
道
場
三
十
四
心
断o
結
、
示p
同w
二
乗
見
思
之
病z
方
便
附
近
、
語
令w
勤
作
）
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（
z
　
こ
れ
は
行
妙
段
の
中
、
別
教
の
行
位
を
論
じ
る
箇
所
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
天
台
の
教
学
、
特
に
智
顗
の
教
学
で
は
基
本
的
に
、
病
行
は
初
地
以
上
の
菩
薩
が
行
ず
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
32
（
。
こ
こ
で
も
、
病
行
は
法
身
を
得
た
菩
薩
が
行
ず
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
初
地
以
上
の
菩
薩
は
平
等
な
る
大
悲
に
よ
っ
て
病
行
を
起
こ
す
。
ま
た
、
病
行
と
は
衆
生
の
煩
悩
に
同
ず
る
こ
と
を
言
う
。
引
用
文
中
の
「
以w
衆
生
病a
則
大
悲
薫p
心
。
是
故
我
病
」
と
い
う
文
は
、『
維
摩
経
』
問
疾
品
）
33
（
の
経
文
の
取
意
で
あ
り
、「
或
遊w -
戯
地
獄a
或
作w
畜
生
形a
化p
身
作w
餓
鬼
等q
」
は
、『
請
観
音
経
）
34
（
』
の
経
文
を
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
菩
薩
が
父
母
や
妻
子
を
持
つ
一
般
的
な
人
の
姿
を
示
す
こ
と
は
、
南
本
『
涅
槃
経
』
月
喩
品
に
、
如
来
が
衆
生
教
化
の
た
め
に
閻
浮
提
に
出
現
す
る
様
子
が
、「
如
来
・
応
供
・
正
遍
知
、
亦
、
復
如p
是
。
出w -
現
三
千
大
千
世
界a
或
閻
浮
提
、
示p
有w
父
母
）
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（
z
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
や
、『
維
摩
経
』
方
便
品
で
維
摩
詰
を
指
し
て
、「
示p
有w
妻
子
）
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（
q
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。
　
さ
て
、
引
用
し
た
『
法
華
玄
義
』
の
「
金
鏘
」
以
下
に
は
、『
大
智
度
論
』
の
九
悩
や
竺
法
護
（
二
三
九
〜
三
一
六
）
訳
『
乳
光
経
』、
後
漢
の
康
孟
詳
訳
『
興
起
行
経
』
な
ど
に
説
か
れ
る
釈
迦
仏
の
過
去
因
縁
の
話
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
湛
然
（
七
一
一
〜
七
八
二
）
は
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
九
で
該
当
箇
所
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
解
説
を
す
る
。
云w
金
鏘
等q
者
、
大
論
中
、
如
来
示p
有w
九
悩z
四
如w
今
文z
冬
至
前
後
八
夜
寒
風
、
破p
竹
索p
衣
。
熱
病
求p
乳
、
如w
乳
光
経z
具
如p
後
。
引e
又
有w
調
達
出p
血
。
旃
遮
女
謗
。
乞
食
不p
得
、
空
鉢
而
還
。
琉
璃
害p
釈
、
1087（48）
仏
時
頭
痛
。
及
双
林
背
痛
等z
若
興
起
行
経
、
有w
七
宿
縁z
謂
、
金
鏘
・
馬
麦
・
頭
痛
・
背
痛
・
出
血
・
女
謗
・
苦
行
。
広
如w
彼
経
）
37
（
z
　
湛
然
の
言
う
九
悩
は
、
次
の
『
大
智
度
論
』
巻
九
で
は
九
罪
報
と
呼
ば
れ
る
。
問
曰
、
若
仏
神
力
無
量
、
威
徳
巍
巍
、
不p
可w
称
説a
何
以
故
受w
九
罪
報z一
者
、
梵
志
女
孫
陀
利
謗
、
五
百
阿
羅
漢
亦
被p
謗
。
二
者
、
旃
遮
婆
羅
門
女
、
繋w
木
杆q
作p
腹
謗p
仏
。
三
者
、
提
婆
達
推p
山
圧p
仏
、
傷w
足
大
指z
四
者
、
迸
木
刺p
脚
。
五
者
、
毘
楼
璃
王
、
興p
兵
殺w
諸
釈
子a
仏
、
時
、
頭
痛
。
六
者
、
受w
阿
耆
達
多
婆
羅
門
請q
而
食w
馬
麦z
七
者
、
冷
風
動
故
脊
痛
。
八
者
、
六
年
苦
行
。
九
者
、
入w
婆
羅
門
聚
落q
乞
食
、
不p
得
、
空
鉢
而
還
。
復
有i
冬
至
前
後
八
夜
、
寒
風
破p
竹
、
索w
三
衣a
禦t
寒
。
又
、
復
患p
熱
、
阿
難
在p
後
扇p
仏
。
如p
是
等
世
界
小
事
、
仏
皆
受p
之
。
若
仏
神
力
無
量
、
三
千
大
千
世
界
、
乃
至
東
方
恒
河
沙
等
諸
仏
世
界
、
南
・
西
・
北
方
、
四
維
・
上
・
下
、
光
明
色
像
、
威
徳
巍
巍
。
何
以
故
、
受w
諸
罪
報
）
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（
z
　
こ
の
問
は
、『
大
品
般
若
経
』
序
品
の
、「
爾
時
世
尊
、在w
師
子
座
上q
坐
、於w
三
千
大
千
国
土
中q
其
徳
特
尊
、
光
明
色
像
、
威
徳
巍
巍
、
遍
至i
十
方
如w
恒
河
沙
等q
諸
仏
国
土
）
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（
n
」
と
い
う
経
文
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
九
罪
報
の
内
、
頭
痛
や
脊
痛
は
病
の
類
と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
、『
大
品
般
若
経
』
の
経
文
の
意
を
取
っ
て
、
仏
の
神
力
は
無
量
で
あ
り
、
威
徳
は
巍
々
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
神
力
無
量
で
威
徳
巍
々
な
る
仏
が
な
ぜ
罪
の
報
い
を
受
け
る
の
か
と
い
う
問
い
が
な
さ
れ
、
九
罪
法
各
々
の
概
略
が
説
か
れ
る
。
　
因
み
に
、
本
題
か
ら
は
逸
れ
る
が
、『
大
智
度
論
』
で
は
『
法
華
玄
義
』
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
金
鏘
な
る
も
の
は
九
罪
報
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
寒
風
索
衣
・
熱
病
求
乳
な
ど
も
厳
密
に
は
『
大
智
度
論
』
の
九
罪
報
に
は
含
ま
れ
な
い
。
し
か
し
、『
維
摩
経
文
疏
』
巻
一
五
に
は
、「
金
鏘
・
馬
麦
・
飢
渇
・
寒
熱
・
疾
等
事
）
40
（
」
と
あ
り
）
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（
、『
法
華
文
句
記
』
巻
七
中
に
は
、「
大
論
第
九
、
仏
有p
悩
。
謂
、
六
年
苦
行
・
孫
陀
利
謗
・
金
鏘
・
馬
麦
・
瑠
璃
殺
釈
・
乞
食
空
鉢
・
旃
遮
女
謗
・
調
達
推
山
・
寒
風
索
衣
…
）
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（
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
法
華
玄
義
』・『
法
華
玄
義
釈
籤
』
を
含
む
こ
れ
ら
の
文
献
に
お
い
て
は
、
特
に
金
鏘
と
い
う
語
が
九
罪
報
を
示
す
際
に
常
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
。
鏘
と
い
う
字
は
鎗
・
槍
と
同
義
で
あ
る
。
智
顗
以
前
の
も
の
で
は
、『
注
維
摩
経
』
巻
九
に
道
生
（
三
五
五
〜
四
三
四
）
の
説
と
し
て
、「
金
槍
・
馬
麦
、
亦
非p
穢
也
）
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（
。」
と
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
た
吉
蔵
（
五
四
九
〜
六
二
三
）
の
『
維
摩
経
義
疏
』
巻
六
に
は
そ
の
ま
ま
、「
金
鏘
・
馬
麦
、
亦
非p
穢
也
）
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（
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
智
顗
以
降
の
天
台
の
文
献
で
は
、
湛
然
門
下
の
道
暹
撰
『
維
摩
経
疏
記
鈔
』
巻
五
に
、「
九
悩
者
、
一
、
金
鏘
。
二
、
馬
麦
。
三
、
寒
風
。
…
）
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（
」
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
指
し
て
、
智
円
述
『
維
摩
経
略
疏
垂
裕
記
』
巻
七
に
は
、「
暹
云
、
一
、
金
鎗
。
二
、
馬
麦
。
三
、
寒
風
。
…
）
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（
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
道
生
と
、
吉
蔵
が
九
罪
報
を
指
し
て
金
鏘
・
馬
麦
と
述
べ
た
の
か
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
（49）1086
ど
う
か
は
引
用
し
た
記
述
の
み
で
は
断
定
で
き
な
い
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
遅
く
て
も
道
生
の
時
点
で
金
鏘
・
馬
麦
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
、
天
台
の
学
匠
は
九
罪
報
を
示
す
言
葉
と
し
て
こ
れ
ら
の
用
語
を
採
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
代
の
日
本
の
学
匠
は
、
九
罪
報
の
内
容
の
同
異
と
合
わ
せ
て
、『
興
起
行
経
）
47
（
』
に
お
け
る
宿
縁
の
数
を
問
題
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
48
（
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
　
さ
て
、『
大
智
度
論
』
の
問
に
対
し
て
、
同
書
巻
九
で
は
次
の
よ
う
な
返
答
が
な
さ
れ
る
。
答
曰
、
仏
在w
人
中a
生
有w
父
母a
受w
人
身
力z
一
指
節
力
、
勝w
千
万
億
那
由
他
白
象
力z
神
通
力
無
量
無
数
、不
可
思
議
。是
、浄
飯
王
子
、厭w
老
病
死
苦a
出
家
得w
仏
道z
是
人
豈
受w
罪
報a
為w
寒
・
熱
等q
所p
困
。
如w
仏
神
力a
不
可
思
議
。
不
可
思
議
法
中
、
何
有w
寒
・
熱
諸
患
）
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（
z
　
こ
こ
で
は
、
父
母
か
ら
生
ま
れ
た
人
間
と
し
て
の
仏
の
話
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
仏
は
偉
大
な
力
を
備
え
、
そ
の
神
通
力
は
非
常
に
強
く
、
量
る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
の
仏
は
浄
飯
王
の
王
子
と
さ
れ
て
い
る
の
で
釈
迦
仏
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
釈
迦
は
老
等
の
苦
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
欲
し
て
出
家
し
、
仏
道
を
得
た
。
得
道
を
し
た
釈
迦
仏
は
、
寒
・
熱
な
ど
の
罪
報
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
同
書
で
は
、
人
間
と
し
て
存
在
し
た
釈
迦
仏
の
身
が
罪
報
を
受
け
な
い
根
拠
と
し
て
、
仏
に
二
種
の
身
が
あ
る
と
説
く
。
引
用
し
た
答
文
の
直
後
に
あ
る
記
述
を
挙
げ
る
。
復
、
次
、
仏
有w
二
種
身z
一
者
、
法
性
身
。
二
者
、
父
母
生
身
。
是
法
性
身
、
満w
十
方
虚
空
無
量
無
辺a
色
像
端
正
、
相
好
荘
厳
。
無
量
光
明
、
無
量
音
声
、
聴p
法
衆
亦
、
満w
虚
空z
此
衆
亦
、
是
法
性
身
、
非w
生
死
人
所o
得p
見
也
。
常
出w
種
種
身
、種
種
名
号
、種
種
生
処
、種
種
方
便a
度w
衆
生z
常
度w
一
切a
無w
須
臾
息
時z
如p
是
法
性
身
仏
、
能
度w
十
方
世
界
衆
生z
受w
諸
罪
報q
者
、
是
生
身
仏
。
生
身
仏
、
次
第
説
法
、
如w
人
法z
以p
有w
二
種
仏q
故
、
受w
諸
罪q
無p
咎
。
復
、
次
、
仏
即
得p
道
時
、
一
切
不
善
法
尽
断
、
一
切
善
法
、
皆
、
成
就
。
云
何
今
、
実
有w
不
善
法
報
可o
受
。
但
憐w -
愍
未
来
世
衆
生q
故
、
現w
方
便q
受w
此
諸
罪
）
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（
z
　
こ
こ
に
お
け
る
法
性
身
は
種
々
の
身
・
名
号
・
生
処
・
方
便
を
出
し
て
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
理
・
智
の
法
身
（
法
身
・
自
受
用
報
身
）
的
な
も
の
で
は
な
く
、
他
受
用
報
身
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
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（
。
そ
の
身
は
十
方
虚
空
無
量
無
辺
に
遍
満
し
て
い
る
法
性
か
ら
成
り
立
つ
身
で
あ
る
の
で
、
罪
報
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、
父
母
生
身
は
諸
罪
報
を
受
け
得
る
生
身
の
人
間
で
あ
り
、
次
第
説
法
を
す
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
で
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
釈
迦
仏
で
あ
る
。
釈
迦
仏
に
は
こ
れ
ら
の
二
種
身
が
あ
る
故
に
、
諸
々
の
罪
報
を
受
け
る
の
に
咎
が
な
い
側
面
と
、
実
質
的
に
は
罪
報
を
受
け
ず
に
方
便
と
し
て
諸
罪
を
受
け
る
側
面
の
二
面
性
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
九
罪
報
も
権
・
実
両
様
の
見
方
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
涅
槃
経
』
で
示
さ
れ
て
い
た
釈
迦
仏
の
臨
終
間
際
に
お
け
る
背
痛
は
方
便
密
語
と
呼
ば
れ
る
か
ら
、
法
性
身
に
よ
る
権
病
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
維
摩
詰
が
示
し
た
仮
の
病
と
同
じ
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
智
顗
は
こ
れ
を
初
地
以
上
の
菩
薩
が
行
ず
る
こ
と
の
で
き
る
病
行
と
位
1085（50）
置
づ
け
た
。
一
方
、『
大
智
度
論
』
で
は
九
罪
報
に
つ
い
て
、
法
性
身
が
示
し
た
方
便
と
し
て
の
も
の
と
、
父
母
生
身
の
釈
迦
仏
が
受
け
た
実
な
る
も
の
と
し
て
の
二
面
性
が
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
、
同
書
で
示
さ
れ
る
九
罪
報
を
法
性
身
の
方
便
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
灌
頂
が
病
行
の
説
明
に
九
罪
報
を
採
用
し
た
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
言
え
る
。
　
私
見
で
は
あ
る
が
、
九
罪
報
に
含
ま
れ
る
権
・
実
の
意
味
合
い
を
明
確
に
区
別
せ
ず
に
病
行
の
解
説
に
用
い
て
い
る
『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
議
論
は
、『
大
般
涅
槃
経
疏
』
で
双
樹
下
の
釈
迦
仏
が
示
し
た
方
便
密
語
と
し
て
の
背
痛
と
、
釈
迦
仏
の
過
去
世
の
姿
で
あ
る
大
鹿
が
被
っ
た
現
実
的
な
背
折
の
苦
し
み
を
直
接
的
に
関
連
さ
せ
た
灌
頂
の
立
場
に
よ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
と
考
え
る
。
　
そ
の
証
左
と
し
て
、
智
顗
が
父
母
生
身
の
釈
迦
仏
に
降
り
か
か
る
実
質
的
な
病
の
側
面
を
批
判
的
に
活
用
し
て
九
罪
報
を
理
解
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
智
顗
は
九
罪
報
に
お
け
る
権
・
実
の
二
面
性
を
明
確
に
区
別
し
な
が
ら
釈
迦
仏
の
罪
報
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
五
　
智
顗
の
思
想
に
お
け
る
九
罪
報
と
謗
仏
　
智
顗
は
、
九
罪
報
に
含
ま
れ
る
権
・
実
に
つ
い
て
直
接
論
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
九
罪
報
に
含
ま
れ
る
実
の
側
面
の
み
を
把
握
す
る
阿
難
を
問
題
視
し
、
批
判
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
九
罪
報
に
お
け
る
権
・
実
両
側
面
を
両
立
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
阿
難
は
釈
迦
仏
が
熱
病
を
発
症
し
た
こ
と
を
真
に
受
け
、
治
療
の
た
め
の
牛
乳
を
も
ら
い
に
大
婆
羅
門
の
家
に
行
く
。
そ
こ
に
偶
然
維
摩
詰
が
通
り
か
か
り
、
釈
迦
仏
の
熱
病
を
実
病
と
見
た
阿
難
を
呵
責
す
る
。『
維
摩
経
』
弟
子
品
の
経
文
を
挙
げ
る
。
仏
、
告w
阿
難z
汝
行w -
詣
維
摩
詰q
問p
疾
。
阿
難
、
白p
仏
言
、
世
尊
、
我
不p
堪w -
任
詣p
彼
問o
疾
。
所
以
者
何
、
憶
念
昔
時
、
世
尊
身
小
有p
疾
、
当p
用w
牛
乳z
我
即
持p
鉢
、
詣w
大
婆
羅
門
家
門
下q
立
。
時
維
摩
詰
、
来
謂p
我
言
、
唯
、
阿
難
、
何
為
晨
朝
持p
鉢
住p
此
。
我
言
、
居
士
、
世
尊
身
小
有p
疾
、
当p
用w
牛
乳z
故
来
至p
此
。
維
摩
詰
言
、
止
止
阿
難
、
莫p
作w
是
語z
如
来
身
者
、
金
剛
之
体
。
諸
悪
已
断
、
衆
善
普
会
。
当p
有w
何
疾a
当p
有w
何
悩z
黙
往
阿
難
。
勿p
謗w
如
来z
莫p
使e
異
人
聞w
此
麁
言z
無p
令e
大
威
徳
諸
天
、
及
他
方
浄
土
諸
来
菩
薩
得w -
聞
斯
語z
阿
難
、
轉
輪
聖
王
以w
少
福q
故
尚
得w
無
病z
豈
、
況
如
来
無
量
福
会
普
勝
者
哉
。
行
矣
阿
難
。
勿p
使e
我
等
受w
斯
恥q
也
。
外
道
梵
志
、若
聞w
此
語a
当p
作w
是
念z
何
、名
為p
師
。自
疾
不p
能p
救
、
而
能
救w
諸
疾z
仁
可w
密
速
去a
勿p
使w
人
聞z
当p
知
阿
難
、諸
如
来
身
、
即
是
法
身
、
非w
思
欲
身z
仏
為w
世
尊a
過w
於
三
界z
仏
身
無
漏
、
諸
漏
已
尽
。
仏
身
無
為
、
不p
堕w
諸
数z
如p
此
之
身
、
当p
有w
何
疾a
当
p
有w
何
悩z
…
）
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こ
こ
で
は
、
釈
迦
仏
が
病
床
に
臥
し
て
い
る
維
摩
詰
の
見
舞
い
に
行
く
よ
う
阿
難
に
言
い
つ
け
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
阿
難
は
か
つ
て
維
摩
詰
か
ら
呵
責
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
見
舞
い
へ
行
く
こ
と
を
断
る
。
維
摩
詰
は
、
昔
阿
難
が
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
（51）1084
金
剛
の
体
で
あ
り
諸
悪
を
断
じ
尽
く
し
た
釈
迦
仏
の
身
に
病
が
起
こ
り
う
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
叱
っ
た
の
で
あ
る
。
智
顗
は
か
か
る
阿
難
の
失
態
を
二
謗
と
呼
び
、
解
説
す
る
。『
維
摩
経
文
疏
』
巻
一
五
の
記
述
を
挙
げ
る
。
維
摩
詰
言
、
止
止
阿
難
、
莫
作
是
語
。
此
是
、
第
二
、
正
弾w -
呵
阿
難z
文
即
有p
四
。
一
、
重
止w
阿
難
二
謗z
二
、
顕w
如
来
金
剛
之
身z
三
、
結w
二
謗z
四
、
畳
釈w
対
破z
一
、
重
止
呵w
阿
難
二
謗q
者
、
経
言
、
止
止
阿
難
莫
作
是
説
。
所e -
以
重
有w
両
止q
者
、
為p
止w
二
謗q
也
。
言w
二
謗q
者
、
一
是
、
増
謗
。
二
是
、
損
謗
。
一
、
増
謗
者
、
如
来
真
実
法
身
、
断
徳
具
足
、
無p
有w
若
（
苦
カ
）
果z
而
説p
有w
苦
因
・
苦
果q
者
、
即
是
増w -
加
悪
法a
以
謗w
法
身q
也
。
二
、
損
謗
者
、
如
来
真
実
法
身
、
智
徳
円
備
、
即
是
常
楽
之
果
。
而
言e
衆
善
未p
足
、
楽
果
不p
円
、
猶
有w
疾
悩q
者
、
即
是
損
謗
也
。
今
、
阿
難
説w
仏
身
小
有o
疾
、
即
是
増
・
損
二
謗
也
。
初
、
一
止
、
止w
阿
難
増
謗z
二
、
一
止
、
止w
阿
難
損
謗z
故
言w
止
止
阿
難
莫o
作w
二
謗
之
説q
也
）
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智
顗
は
、
経
文
中
の
二
つ
の
止
と
い
う
字
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
止
増
謗
・
止
損
謗
の
意
を
見
出
し
て
い
る
。
湛
然
は
こ
の
文
を
『
維
摩
経
略
疏
』
巻
五
で
、「
言w
増
謗q
者
、
仏
真
法
身
、
断
徳
具
足
無w
苦
因
果a
而
説p
有
者
、
即
是
増
加
、
以
謗w
法
身z
言w
損
謗q
者
、
仏
真
法
身
、
智
徳
円
満
即
是
常
果
、
而
言p
有p
疾
、
即
是
損
謗
）
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（
。」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
増
謗
と
は
、
断
徳
を
備
え
苦
の
因
果
が
な
い
仏
身
に
苦
の
因
果
が
あ
る
と
説
く
こ
と
を
指
す
。
損
謗
と
は
、
智
徳
円
満
の
仏
身
、
あ
る
い
は
常
楽
の
果
を
備
え
て
い
る
仏
に
は
衆
善
が
足
り
ず
、
楽
果
が
円
で
は
な
い
と
言
い
、
故
に
疾
病
の
悩
み
が
あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
智
顗
は
、
阿
難
が
仏
身
に
病
が
あ
る
と
認
識
し
た
こ
と
を
謗
と
呼
ぶ
。
　
し
か
し
、
仏
身
に
病
を
認
め
る
こ
と
を
謗
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
仏
身
が
如
来
真
実
法
身
の
立
場
に
あ
る
場
合
に
限
る
の
で
あ
り
、
三
蔵
教
の
生
身
仏
に
お
け
る
病
の
発
症
を
認
め
る
記
述
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
維
摩
経
文
疏
』
巻
一
五
に
は
、「
阿
難
、
但
取w
三
蔵
意a
謂w
仏
有
余
報
身
、
有p
病
須o
乳
）
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（
。」
と
あ
り
、
智
顗
は
阿
難
が
三
蔵
教
の
観
点
か
ら
釈
迦
仏
を
見
て
い
た
の
で
釈
迦
仏
が
熱
病
に
か
か
っ
た
と
判
断
し
た
と
理
解
し
て
い
る
）
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（
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要
す
る
に
、
増
謗
と
、
損
謗
は
『
維
摩
経
』
で
呵
責
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
三
蔵
教
の
視
点
と
等
し
い
。
『
維
摩
経
』
は
「
令w
一
切
衆
生
、
鄙p
小
慕o
大
）
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（
」
と
す
る
立
場
に
あ
る
経
典
な
の
で
、
こ
の
三
蔵
教
の
立
場
を
斥
け
、
法
身
仏
の
立
場
を
顕
揚
す
る
。
こ
の
こ
と
が
具
体
的
に
分
か
る
記
述
と
し
て
、『
維
摩
経
文
疏
』
巻
一
五
の
「
破
丙
三
蔵
明i
住w
有
余
涅
槃q
報
身
仏
、
猶
、
是
界
内
業
煩
悩
果
故
、
有u
小
疾h
若
執p
此
而
説p
有p
疾
、
即
成
乙
増
謗
甲
也
）
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と
い
う
記
述
や
、「
破i
三
蔵
教
有
余
生
身
之
仏
、
猶
、
是
界
内
人
身
故
、
有p
疾
也
。
若
執w
之
有o
疾
、
即
成u
損
謗
）
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」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
記
述
で
は
阿
難
が
三
蔵
義
に
執
著
し
て
い
た
こ
と
を
破
折
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
三
蔵
教
が
明
か
す
有
余
生
身
に
病
が
起
こ
り
う
る
こ
と
に
関
し
て
は
否
定
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
考
え
か
ら
す
れ
ば
、
三
蔵
教
の
立
場
に
あ
る
生
身
仏
は
『
大
智
度
論
』
所
説
の
九
罪
報
を
現
実
的
に
受
け
得
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
維
摩
経
文
疏
』
巻
一
五
で
は
次
の
よ
う
に
1083（52）
説
か
れ
る
。
三
蔵
教
、
但
明e
生
身
仏
為w
真
仏a
不p
説p
有w
法
性
身
仏
、
三
身
三
徳
之
仏q
也
。生
身
仏
、住w
有
余
涅
槃a
猶
有w
報
身z
故
有w
金
鏘
・
馬
麦
・
飢
渇
・
寒
熱
・
疾
等
事z
所
以
、
身
小
有p
疾
、
須p
用w
牛
乳z
阿
難
、
不p
知p
有w
法
性
三
身
之
仏z
所
以
、
謂w
有
余
報
身
、
有p
疾
是
実z
故
持p
鉢
乞p
乳
。
是
則
、
半
字
多
聞
、
不p
聞w
法
身
功
徳
金
剛
之
体
、
常
住
湛
然z
由p
此
被p
弾
也
）
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金
鏘
等
と
は
既
に
論
じ
た
よ
う
に
『
大
智
度
論
』
所
説
の
九
罪
報
を
指
す
。
智
顗
は
、
三
蔵
教
に
明
か
さ
れ
る
生
身
仏
は
有
余
涅
槃
を
成
ず
る
の
み
で
、
未
だ
報
い
と
し
て
の
身
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
身
に
は
九
罪
報
も
あ
る
と
す
る
。
仏
に
法
性
三
身
（
法
・
報
・
応
）
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
阿
難
は
、
仏
を
生
身
仏
と
の
み
見
る
。
故
に
、
仏
身
に
疾
患
が
発
症
す
れ
ば
そ
れ
を
実
病
と
見
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
が
『
維
摩
経
』
に
お
け
る
批
判
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
　
智
顗
が
三
蔵
教
の
仏
に
は
九
罪
報
が
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
智
顗
の
見
解
は
、
化
法
の
四
教
に
よ
っ
て
阿
難
の
声
聞
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
因
み
に
、
先
に
引
用
し
た
『
維
摩
経
』
に
お
け
る
求
乳
の
話
は
『
大
智
度
論
』
巻
九
に
も
引
用
さ
れ
る
。
如w
毘
摩
羅
詰
経
中
説z
仏
在w
毘
耶
離
国z
是
時
仏
語w
阿
難z
我
身
中
熱
風
気
発
、
当p
用w
牛
乳z
汝
持w
我
鉢a
乞w
牛
乳q
来
。
阿
難
持w
仏
鉢a
晨
朝
入w
毘
耶
離a
至w
一
居
士
門
下q
立
。
是
時
、
毘
摩
羅
詰
在w
是
中q
行
、
見i
阿
難
持w
仏
鉢q
而
立h
問w
阿
難z
汝
、
何
以
晨
朝
持p
鉢
立p
此
。
阿
難
答
言
、
仏
身
小
疾
。
当p
用w
牛
乳z
故
我
到p
此
。
毘
摩
羅
詰
言
、
止
止
阿
難
。
勿p
謗w
如
来z
仏
為w
世
尊q
已
、
過w
一
切
諸
不
善
法z
当p
有w
何
疾z
勿p
使e
外
道
聞w
此
麁
語z
彼
当i
軽p
仏
便
言u
仏
自
疾
不p
能p
救
、
安
能
救t
人
。
阿
難
言
、
此
非w
我
意z
面
受w
仏
勅a
当p
須w
牛
乳z
毘
摩
羅
詰
言
、
此
雖w
仏
勅q
是
為w
方
便z
以w
今
五
悪
之
世q
故
、
以w
是
像q
度w -
脱
一
切z
若
未
来
世
有w
諸
病
比
丘a
当i
従w
白
衣q
求u
諸
湯
薬n
白
衣
言
、
汝
、
自
疾
不p
能p
救
、
安
能
救w
余
人z
諸
比
丘
言
、
我
等
大
師
、
猶
尚
有p
病
。
況
我
等
身
如w
草
芥q
能
不p
病
耶
。
以w
是
事q
故
、
諸
白
衣
等
、
以w
諸
湯
薬a
供w -
給
比
丘a
使p
得w
安
穏
坐
禅
・
行
道z
有w
外
道
仙
人a
能
以w
薬
草
・
呪
術q
除w
他
人
病z
何
況
如
来
一
切
智
徳
、
自
身
有p
病
而
不p
能p
除
。
汝
且
黙
然
、
持p
鉢
取p
乳
、
勿p
令e
余
人
・
異
学
得w
聞
知q
也
）
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『
大
智
度
論
』
で
は
、
既
引
の
『
維
摩
経
』
で
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
方
便
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
釈
迦
仏
の
熱
病
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
智
顗
は
こ
の
権
と
し
て
の
熱
病
を
実
病
と
捉
え
た
阿
難
を
半
字
の
声
聞
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
阿
難
の
目
に
映
っ
た
釈
迦
仏
が
生
身
仏
で
あ
る
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
（53）1082
五
　
小
　
結
　
灌
頂
は
、
釈
迦
仏
臨
終
の
際
の
背
痛
を
方
便
密
語
と
呼
び
、
こ
れ
を
『
涅
槃
経
』
所
説
の
病
行
と
し
て
解
釈
し
た
。
灌
頂
の
理
解
は
、
病
行
が
『
涅
槃
経
』
で
菩
薩
の
所
行
と
し
て
説
か
れ
る
こ
と
や
、
病
行
を
等
覚
菩
薩
で
あ
る
維
摩
詰
の
所
為
と
す
る
智
顗
の
説
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
灌
頂
は
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
釈
迦
仏
の
背
痛
を
『
大
智
度
論
』
で
説
か
れ
る
本
生
に
登
場
す
る
大
鹿
の
背
折
と
重
ね
合
わ
せ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
方
便
密
語
と
し
て
臨
終
間
際
の
釈
迦
仏
が
示
し
た
背
痛
と
、
過
去
世
に
釈
迦
仏
の
前
身
で
あ
っ
た
大
鹿
が
体
験
し
た
背
の
怪
我
を
同
視
し
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
『
法
華
玄
義
』
に
お
い
て
、
病
行
は
別
教
の
初
地
以
上
の
菩
薩
が
行
ず
る
修
行
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
智
顗
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
の
病
行
の
説
明
に
は
『
大
智
度
論
』
の
九
罪
報
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
『
法
華
玄
義
』
か
ら
は
、
法
身
を
得
た
初
地
以
上
の
菩
薩
の
病
行
と
、
報
を
受
け
る
報
身
に
お
け
る
九
罪
報
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
て
も
よ
い
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
智
顗
は
『
維
摩
経
文
疏
』
に
お
い
て
、
釈
迦
仏
が
身
に
現
じ
た
権
病
を
実
病
と
し
て
捉
え
た
阿
難
の
失
態
を
二
謗
と
呼
び
、
阿
難
を
批
判
す
る
。
一
方
で
、
阿
難
は
三
蔵
教
の
視
点
か
ら
釈
迦
仏
の
姿
を
見
る
故
に
、
釈
迦
仏
を
生
身
仏
と
認
識
し
、
そ
れ
を
理
由
に
阿
難
は
釈
迦
仏
の
身
に
現
じ
た
病
を
実
病
と
し
て
把
握
し
て
い
た
と
解
説
す
る
。
さ
ら
に
、
智
顗
は
『
大
智
度
論
』
の
九
罪
報
も
三
蔵
教
の
生
身
仏
の
身
の
上
で
は
あ
り
え
る
話
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
原
則
と
し
て
天
台
で
は
三
身
一
体
説
を
説
く
の
で
、
九
罪
報
を
方
便
と
し
て
扱
う
。
こ
の
思
想
は
、『
大
智
度
論
』
の
法
性
身
・
父
母
生
身
の
二
身
説
に
根
拠
が
あ
る
と
言
え
る
。
九
罪
報
を
法
身
の
方
便
と
捉
え
れ
ば
、『
法
華
玄
義
』
で
病
行
の
説
明
に
九
罪
報
が
採
用
さ
れ
て
も
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
灌
頂
が
方
便
密
語
と
し
て
の
背
痛
と
、
本
生
に
お
け
る
背
折
を
結
び
つ
け
る
こ
と
、
つ
ま
り
成
道
前
の
釈
迦
の
前
世
さ
え
も
方
便
と
見
做
す
こ
と
の
可
否
は
、
問
題
と
し
て
残
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
智
顗
は
法
身
仏
の
権
病
を
主
張
し
な
が
ら
も
三
蔵
教
の
生
身
仏
に
実
病
の
可
能
性
を
認
め
、
両
者
の
間
に
は
っ
き
り
と
し
た
線
引
き
を
す
る
と
言
え
る
。
一
方
の
灌
頂
に
は
、
三
蔵
教
の
立
場
の
こ
と
に
は
あ
ま
り
言
及
せ
ず
、
釈
迦
仏
の
身
に
起
こ
っ
た
報
い
の
類
を
一
括
し
て
方
便
的
に
捉
え
て
、
方
便
密
語
と
し
て
の
病
行
と
関
連
づ
け
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
註
（
1
）　
大
正
一
二
・
六
七
三
頁
中
。
（
2
）　
拙
稿
「
智
顗
の
教
学
に
お
け
る
病
行
に
つ
い
て
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
三
五
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
二
〇
一
八
年
）。
（
3
）　
大
正
四
六
・
七
五
九
頁
上
。
（
4
）　
『
維
摩
経
玄
疏
』
巻
四
（
大
正
三
八
・
五
四
七
頁
上
）。
（
5
）　
『
維
摩
経
文
疏
』
巻
一
九
（
続
蔵
一
│
二
八
・
九
九
丁
右
上
）
に
は
、「
疾
義
、
雖w
復
、
衆
多a
原w
其
正
意a
不p
出w
権
・
実
二
種z
権
、
是
諸
仏
・
法
身
菩
薩
、
無p
疾
現p
疾
故
、
名
為p
権
。
実
、
是
九
道
衆
生
、
実
有w
因
果
患
累q
故
、
名
為p
実
。」
と
あ
る
。
（
6
）　
続
蔵
一
│
二
八
・
一
〇
〇
丁
左
上
。
1081（54）
（
7
）　
灌
頂
は
、
南
本
『
涅
槃
経
』
を
五
章
に
分
け
て
解
説
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
（
大
正
三
八
・
四
二
頁
上
中
）
の
冒
頭
に
は
、「
此
経
文
句
、
盈
・
縮
非p
一
。
有w
二
・
三
・
四
・
五
・
七
・
八z
梁
武
、
但
制w
中
前
・
中
後z
開
善
、
唯
、
序
・
正
。
光
宅
足w
流
通z
霊
味
問
有w
縁
起a
答
有w
余
勢z
河
西
五
門
。
婆
藪
七
分
。
興
皇
八
門
。
雖w
蘭
菊
各
美a
而
経
遮
、
論
開
。
牧
女
添
水
遮
也
。
派
深
析
重
開
也
。
今
、
分
為p
五
。
又
為p
七
。
一
、
列
章
。
二
、
示
処
。
三
、
釈
名
。
四
、
生
起
。
五
、
通
別
。
六
、
引
証
。
七
、
異
解
。
初
列
章
者
、
一
、
召w -
請
涅
槃
衆z
二
、
開w -
演
涅
槃
施z
三
、
示w -
現
涅
槃
行z
四
、
問w -
答
涅
槃
義z
五
、
折w -
摂
涅
槃
用z
云
云
　
　　
二
、
示w
文
処q
者
、
初
従w
如
是a
訖w
流
血
灑
地a
是
請
。
従w
純
陀a
訖w
大
衆
問a
是
施
。
従w
現
病a
訖w
徳
王a
是
行
。
従w
師
子
吼a
訖p
品
、
是
義
。
従w
迦
葉a
訖p
経
、
是
用
。」
と
あ
る
。
灌
頂
の
分
科
に
従
え
ば
、
南
本
『
涅
槃
経
』
現
病
品
か
ら
、
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
が
終
わ
る
ま
で
は
、
涅
槃
行
を
示
現
す
る
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
8
）　
大
正
三
八
・
一
二
〇
頁
上
。
（
9
）　
大
正
一
二
・
六
七
三
頁
中
。
（
10
）　
大
正
一
二
・
六
六
九
頁
下
。
（
11
）　
大
正
一
二
・
六
七
二
頁
中
。
（
12
）　
大
正
一
二
・
六
七
二
頁
下
。
（
13
）　
三
推
・
三
請
は
、『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
三
（
大
正
三
八
・
一
二
〇
頁
上
）
の
釈
現
病
品
に
、「
初
有w
三
推
・
三
請z
一
、
請w
説
法z
二
、
請p
息w
悪
慢z
三
、
双
請w
二
事z
三
推
者
、
一
、
推w
自
行z
二
、
推w
化
他z
三
、
推w
証
果z
両
三
相
間
、
皆
先
推
、
次
請
。
合
成w
三
段a
開
成w
六
章z
」
と
説
か
れ
る
。
（
14
）　
大
正
三
八
・
一
二
〇
頁
上
。
（
15
）　
大
正
一
二
・
六
六
九
頁
下
。
（
16
）　
大
正
一
二
・
六
六
九
頁
下
。
（
17
）　
大
正
一
二
・
六
七
〇
頁
上
。
（
18
）　
大
正
一
二
・
六
七
〇
頁
中
。
（
19
）　
因
み
に
『
大
般
涅
槃
経
集
解
』
巻
二
六
（
大
正
三
七
・
四
七
六
頁
上
中
）
に
よ
れ
ば
、
『
涅
槃
経
』
を
研
究
し
た
僧
宗
（
四
三
八
〜
四
九
六
）
は
迦
葉
の
釈
迦
仏
に
対
す
る
問
を
八
分
割
し
、「
此
下
、
挙w
八
事a
仰
推w
如
来
不o
応p
有p
病
也
。」
と
述
べ
る
。
同
書
は
、
智
顗
の
時
代
よ
り
前
に
『
涅
槃
経
』
を
研
鑽
し
た
学
匠
に
よ
る
同
経
に
対
す
る
註
釈
を
編
集
し
た
書
物
で
あ
る
。『
大
般
涅
槃
経
集
解
』
の
編
集
者
に
関
し
て
は
、
佐
々
木
憲
徳
「
大
般
涅
槃
経
集
解
の
研
究
上
」（『
六
条
学
報
』
一
九
〇
、
一
九
一
七
年
）、
布
施
浩
岳
『
涅
槃
宗
の
研
究
』
後
編
、
横
超
慧
日
「
釈
経
史
考
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
一
│
一
、
一
九
三
七
年
。『
中
国
仏
教
の
研
究
』
三
、
法
蔵
館
、
一
九
七
九
年
所
収
）、
同
「
布
施
浩
岳
氏
著
『
涅
槃
宗
の
研
究
』
を
読
む
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
七
│
二
、
一
九
四
三
年
）、
藤
本
賢
一
「『
大
般
涅
槃
経
集
解
』
の
編
者
に
つ
い
て
」（『
天
台
学
報
』
一
四
、
一
九
七
一
年
）
な
ど
で
論
じ
ら
れ
る
。
佐
々
木
氏
と
布
施
氏
は
、
同
書
の
明
駿
撰
者
説
を
提
示
し
、
横
超
氏
と
藤
本
氏
は
建
元
寺
法
朗
撰
者
説
を
主
張
す
る
。
以
上
の
こ
と
及
び
諸
論
文
は
、
菅
野
博
史
『
南
北
朝
・
隋
代
の
中
国
仏
教
思
想
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
20
）　
迦
葉
の
一
連
の
質
問
が
終
わ
り
、
釈
迦
仏
が
如
来
秘
密
の
蔵
を
明
か
す
場
面
は
、
南
本
『
涅
槃
経
』
現
病
品
（
大
正
一
二
・
六
七
一
頁
上
中
）
を
参
照
。
因
み
に
、
如
来
秘
密
の
蔵
に
関
し
て
は
、
同
一
箇
所
（
大
正
一
二
・
六
七
一
頁
中
）
に
、「
是
光
明
中
、
宣w -
説
如
来
秘
密
之
蔵a
言e
諸
衆
生
皆
有w
仏
性z
」
と
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
記
述
は
二
、
三
度
繰
り
返
さ
れ
て
説
か
れ
て
い
る
。
（
21
）　
大
正
一
二
・
六
七
一
頁
下
。
（
22
）　
大
正
一
二
・
六
七
二
頁
中
。
（
23
）　
大
正
一
二
・
六
七
二
頁
中
。
（
24
）　
大
正
一
二
・
六
七
二
頁
下
。
（
25
）　
大
正
三
八
・
一
二
一
頁
中
。
（
26
）　
南
本
『
涅
槃
経
』
一
切
大
衆
所
問
品
（
大
正
一
二
・
六
七
一
頁
中
〜
六
七
二
頁
下
）
に
は
、「
如
来
秘
密
之
蔵
」・「
諸
仏
世
尊
秘
密
蔵
」・「
大
乗
方
等
密
教
」
な
ど
の
言
葉
が
頻
出
す
る
。
灌
頂
は
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
一
三
（
大
正
三
八
・
一
二
一
頁
中
）
に
お
い
て
、「
方
便
密
語
」
と
い
う
語
を
用
い
て
『
涅
槃
経
』
で
言
う
秘
密
の
教
な
る
も
の
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
秘
密
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
台
密
教
学
で
顕
教
・
密
教
、
顕
密
等
の
語
に
関
連
し
て
多
様
な
理
解
が
示
さ
れ
、
一
様
の
章
安
灌
頂
に
よ
る
病
行
の
解
釈
と
そ
の
問
題
点
（55）1080
定
義
で
考
え
る
べ
き
言
葉
で
は
な
い
こ
と
は
先
学
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
良
峻
「
天
台
密
教
の
顕
密
説
」（
福
原
隆
善
先
生
古
稀
記
念
論
集
『
仏
法
僧
論
集
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。
な
お
、
同
論
文
は
、
同
著
『
最
澄
の
思
想
と
天
台
密
教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
久
保
氏
は
、
中
国
天
台
で
は
ど
の
よ
う
に
秘
密
の
語
が
把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、『
法
華
文
句
』・『
法
華
玄
義
』
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
要
点
を
述
べ
れ
ば
、
中
国
天
台
に
お
い
て
秘
密
と
い
う
語
は
、
昔
秘
す
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
と
、
奥
深
い
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
を
根
拠
に
、
灌
頂
は
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
秘
密
の
語
か
ら
、
奥
深
い
と
い
う
意
義
を
見
出
し
、
方
便
密
語
と
い
う
言
葉
も
そ
の
よ
う
な
意
味
で
採
用
し
た
と
考
え
て
も
問
題
は
な
か
ろ
う
。
因
み
に
、
智
円
（
九
七
六
〜
一
〇
二
二
）
は
『
涅
槃
経
疏
三
徳
指
帰
』
巻
一
〇
（
続
蔵
一
│
五
八
・
三
四
四
丁
右
上
）
で
、「
病
行
下
、示p
為w
背
痛z
非w
声
聞
・
縁
覚
所o
知
。
而
内
証w
真
空a
実
無w
病
悩z
故
知
、
密
語
義
、
在w
於
空q
」
と
述
べ
密
語
の
義
は
空
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
27
）　
大
正
三
八
・
一
二
一
頁
下
。
（
28
）　
大
正
三
八
・
一
二
二
頁
上
。
（
29
）　
大
正
三
八
・
一
二
〇
頁
上
。
（
30
）　
大
正
二
五
・
二
五
〇
頁
上
。
（
31
）　
大
正
三
三
・
七
二
四
頁
下
。
（
32
）　
『
法
華
玄
義
』
巻
四
下
（
大
正
三
三
・
七
三
二
頁
中
）
で
は
、『
涅
槃
経
』
の
五
行
を
別
教
の
行
位
に
配
当
し
て
、「
約e
涅
槃
明w
聖
行q
合p
位
者
、
初
戒
聖
行
・
定
聖
行
、
即
是
十
信
位
也
。
生
滅
・
無
生
滅
四
真
諦
慧
聖
行
、
即
是
十
住
位
。
無
量
四
聖
諦
慧
、
即
是
十
行
位
。
修w
一
実
諦
無
作
四
聖
諦a
即
是
十
廻
向
位
。
次
、
若
発p
真
見w
一
実
諦a
証w
無
作
四
聖
諦a
即
是
聖
行
満
。
住w
無
畏
地a
得w
二
十
五
三
昧a
能
破w
二
十
五
有z
名w
歓
喜
地a
五
行
具
足
。」
と
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
行
の
第
一
の
聖
行
を
十
信
位
以
上
の
地
前
で
修
す
。
そ
の
後
、
聖
行
の
満
位
以
降
に
初
地
に
入
り
、
病
行
を
含
む
五
行
が
具
足
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
記
述
は
大
本
『
四
教
義
』
巻
九
（
大
正
四
六
・
七
五
三
頁
上
）
に
も
、
少
し
違
っ
た
配
当
で
あ
る
が
、
見
ら
れ
る
。
（
33
）　
『
維
摩
経
』
問
疾
品
（
大
正
一
四
・
五
四
四
頁
中
）。
（
34
）　
『
請
観
音
経
』（
大
正
二
〇
・
三
六
頁
中
）。
（
35
）　
大
正
一
二
・
六
五
七
頁
上
。
（
36
）　
大
正
一
四
・
五
三
九
頁
上
。
（
37
）　
大
正
三
四
・
八
八
一
頁
下
。
（
38
）　
大
正
二
五
・
一
二
一
頁
下
。
（
39
）　
大
正
八
・
二
一
七
頁
下
〜
二
一
八
頁
上
。
（
40
）　
続
蔵
一
│
二
八
・
六
八
丁
左
下
。
（
41
）　
『
維
摩
経
文
疏
』
の
該
当
箇
所
に
対
し
て
湛
然
は
『
維
摩
経
疏
記
』
巻
中
（
続
蔵
一
│
二
八
・
四
〇
一
丁
右
上
）
で
、「
九
悩
、
具
如w
止
観
記
引q
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
四
之
四
（
大
正
四
六
・
二
七
一
頁
中
）
に
は
、「
三
世
九
悩
者
、
文
通
列p
三
。
謂
、
一
、
悩p
我
。
二
、
悩w
我
親z
三
、
讃w
我
怨z
三
世
各
爾
。
故
合
為p
九
。」
と
記
さ
れ
、
三
世
九
悩
が
説
か
れ
て
い
て
、『
大
智
度
論
』
所
説
の
九
悩
は
見
当
た
ら
な
い
。
故
に
、
智
円
は
『
維
摩
経
略
疏
垂
裕
記
』
巻
七
（
大
正
三
八
・
七
九
六
頁
中
）
で
、「
飢
渇
寒
熱
等
、
即
九
悩
也
。
暹
云
、
一
、
金
鎗
。
二
、
馬
麦
。
三
、
寒
風
。
四
、
熱
病
。
五
、
出
血
。
六
、
旃
遮
女
謗
。
七
、
乞
食
不p
得
、
空
鉢
而
還
。
八
、
為w
婆
羅
門q
害
。
九
、
背
痛
。」
と
述
べ
、
湛
然
の
釈
に
は
触
れ
ず
に
道
暹
撰
『
維
摩
経
疏
記
鈔
』
を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
巻
五
（
続
蔵
一
│
九
二
・
九
丁
右
下
）
に
は
、「
阿
難
章
。
九
悩
者
、
一
、
金
鏘
。
二
、
馬
麦
。
三
、
寒
風
。
四
、
熱
病
。
五
、
出
血
。
六
、
旃
遮
女
謗
。
七
、
乞
食
不p
得
、
空
鉢
而
還
。
八
、
為w
婆
羅
門q
害
。
九
、
背
病
。」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
三
世
九
悩
に
関
し
て
は
、『
維
摩
経
文
疏
』
巻
二
五
（
続
蔵
一
│
二
八
・
一
五
七
丁
右
下
）
に
も
、
「
九
悩
者
、
約w
三
世
違
情a
明w
九
悩z
九
悩
、
是
生p
瞋
之
縁
。
謂
、
此
人
現
世
、
悩
p
我
、
悩w
我
親a
歎w
我
怨z
過
去
・
未
来
、
亦
如p
是
。
是
為w
九
悩z
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
三
世
九
悩
は
悩
我
・
悩
我
親
・
歎
我
怨
の
三
に
三
世
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
因
み
に
、
先
に
挙
げ
た
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
は
、『
摩
訶
止
観
』
巻
四
下
（
大
正
四
六
・
四
四
頁
下
）
の
、「
瞋
恚
蓋
者
、
追
想i
是
人
悩p
我
悩w
我
親q
称u -
歎
我
怨n
三
世
九
悩
、
怨
対
結
恨
、
心
熱
気
麁
、
忿
怒
相
続
。」
と
い
う
記
述
に
対
す
1079（56）
る
註
釈
で
あ
る
。
三
世
九
悩
は
瞋
恚
蓋
の
説
明
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
智
顗
の
前
期
著
作
と
さ
れ
る
『
次
第
禅
門
』
巻
二
（
大
正
四
六
・
四
八
八
頁
中
）
で
も
、
「
第
二
、
棄w
瞋
恚
蓋q
者
、
瞋
是
、
生w
諸
不
善
法q
根
本
、
墜w
諸
悪
道q
之
因
縁
、
法
楽
之
怨
家
、
善
心
之
大
賊
、
種
種
悪
口
之
府
蔵
。
復
、
次
、
行
者
於w
坐
時q
思
惟
。
此
人
悩p
我
、及
悩w
我
親a
讃w -
歎
我
怨z
思w -
惟
過
去
・
未
来a
亦
如p
是
。是
為w
九
悩z
」
と
あ
り
、『
小
止
観
』（
大
正
四
六
・
四
六
四
頁
中
）
に
お
い
て
も
、「
二
、
棄w
瞋
恚
蓋z
瞋
是
、
失w
仏
法q
之
根
本
、
墜w
悪
道q
之
因
縁
、
法
楽
之
寃
家
、
善
心
之
大
賊
、
種
種
悪
口
之
府
蔵
。
是
故
、
行
者
、
於w
坐
禅
時q
思
惟
。
此
人
、
現
在
悩p
我
、
及
悩w
我
親a
讃w -
歎
我
寃z
思w -
惟
過
去
・
未
来a
亦
如p
是
。
是
為w
九
悩z
」
な
ど
と
説
か
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
世
九
悩
と
は
瞋
恚
の
原
因
で
あ
り
、
棄
て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
九
悩
、
も
し
く
は
九
罪
報
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
（
42
）　
大
正
三
四
・
二
八
三
頁
上
。
（
43
）　
大
正
三
八
・
四
一
一
頁
中
。
（
44
）　
大
正
三
八
・
九
八
七
頁
上
。
（
45
）　
続
蔵
一
│
九
二
・
九
丁
右
下
。
（
46
）　
大
正
三
八
・
七
九
六
頁
中
。
（
47
）　
『
興
起
行
経
』（
大
正
四
・
一
六
四
頁
上
〜
一
七
四
頁
中
）。
（
48
）　
証
真
撰
『
法
華
玄
義
私
記
』
巻
四
本
（
仏
全
二
一
・
一
四
八
頁
下
）、
同
『
法
華
疏
私
記
』
巻
六
（
仏
全
二
二
・
六
〇
二
頁
上
）、
本
純
撰
『
法
華
玄
籤
籤
録
』
巻
四
上
（
身
延
山
大
学
図
書
館
蔵
書
・
三
四
丁
左
）、
慧
澄
癡
空
（
一
七
八
〇
〜
一
八
六
二
）
撰
『
法
華
玄
義
講
義
』
巻
四
（
仏
教
大
系
『
法
華
玄
義
』
三
・
一
六
九
頁
）
な
ど
を
参
照
。
（
49
）　
大
正
二
五
・
一
二
一
頁
下
。
（
50
）　
大
正
二
五
・
一
二
一
頁
下
〜
一
二
二
頁
上
。
（
51
）　
宇
井
伯
寿
「
大
智
度
論
に
お
け
る
法
身
説
」（『
印
度
哲
学
研
究
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）。
平
川
彰
「
仏
陀
観
と
心
〜
大
智
度
論
を
中
心
と
し
て
〜
」（『
仏
教
と
心
の
問
題
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
八
〇
年
）。
大
久
保
良
峻
『
台
密
教
学
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
）
第
六
章
「
日
本
天
台
に
お
け
る
法
身
説
法
思
想
」
等
を
参
照
。
（
52
）　
大
正
一
四
・
五
四
二
頁
上
。
（
53
）　
続
蔵
一
│
二
八
・
六
九
丁
右
上
。
（
54
）　
大
正
三
八
・
六
三
二
頁
上
。
（
55
）　
続
蔵
一
│
二
八
・
六
九
丁
右
上
。
（
56
）　
『
維
摩
経
文
疏
』
巻
一
一
（
続
蔵
一
│
二
八
・
三
〇
丁
右
上
）
に
は
、「
十
弟
子
皆
、
是
法
身
大
士
。
内
秘w
菩
薩
行a
外
現w
是
声
聞z
」
と
い
う
記
述
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
維
摩
経
』
で
、
仏
が
病
に
か
か
っ
た
と
見
た
阿
難
を
三
蔵
教
の
立
場
に
あ
る
と
し
た
智
顗
が
、
阿
難
の
本
地
を
法
身
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
（
57
）　
続
蔵
一
│
二
八
・
六
八
丁
左
上
。
（
58
）　
続
蔵
一
│
二
八
・
七
〇
丁
右
上
。
（
59
）　
続
蔵
一
│
二
八
・
七
〇
丁
右
上
下
。
（
60
）　
続
蔵
一
│
二
八
・
六
八
丁
左
下
。
（
61
）　
大
正
二
五
・
一
二
二
頁
上
下
。
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
智
顗
・
灌
頂
・
病
行
・
背
痛
・
方
便
密
語
・
九
罪
報
【
第
一
次
資
料
】
『
涅
槃
経
』・『
維
摩
経
』・『
大
智
度
論
』・『
法
華
玄
義
』・『
維
摩
経
文
疏
』・『
大
般
涅
槃
経
疏
』
【
第
二
次
資
料
】
宇
井
伯
寿
「
大
智
度
論
に
お
け
る
法
身
説
」（『
印
度
哲
学
研
究
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
平
川
彰
「
仏
陀
観
と
心
〜
大
智
度
論
を
中
心
と
し
て
〜
」（『
仏
教
と
心
の
問
題
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
八
〇
年
）
大
久
保
良
峻
「
日
本
天
台
に
お
け
る
法
身
説
法
思
想
〜
安
然
と
証
真
の
教
説
を
中
心
に
〜
」
（『
天
台
学
論
集
』
二
、
天
台
宗
務
庁
、
一
九
八
八
年
）
大
久
保
良
峻
『
台
密
教
学
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
）
第
六
章
「
日
本
天
台
に
お
け
る
法
身
説
法
思
想
」
